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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 1 4 1 2 2 2 0 1 1 2 1 1 1 0
16 * 0 0 3 6 0 0 1 0 1 1 0 1 2 0
22 * 0 1 10 15 4 7 1 5 11 16 0 2 1 1
25 * 0 0 3 7 1 2 2 2 4 6 1 0 1 0
33 * 0 1 9 16 7 7 2 0 3 3 0 1 0 0
0 0 0 0 1 3 2 3 0 0 2 2 0 0 0 0
11 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
20 0 0 0 1 2 2 2 0 1 1 2 0 0 0 0
24 0 0 2 1 4 2 2 2 0 2 2 0 0 1 0
30 0 0 0 0 3 1 2 4 1 0 1 0 0 0 0
32 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
38 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0
69 0 0 1 2 4 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
77 0 0 0 1 2 0 0 4 1 3 4 0 0 0 0
91 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 2 3 0
1 9 35 68 21 27 19 13 32 45 2 6 6 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 1 1 7 22 3 7 3 4 0 4 0 0 0 0
11 * 7 16 0 1 4 6 2 1 7 8 2 2 1 0
12 * 1 4 0 3 2 4 2 0 4 4 1 2 0 0
14 * 0 0 1 4 0 0 5 2 3 5 1 0 0 0
18 * 4 7 0 1 0 0 3 0 2 2 2 0 0 0
4 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
5 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
23 0 0 0 1 2 1 2 2 2 1 3 0 0 0 0
24 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
37 0 0 0 0 2 0 0 1 2 1 3 0 0 0 0
55 0 1 1 0 2 0 0 2 0 2 2 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 2 2 0
14 31 9 39 10 19 22 12 23 35 7 4 1 0

2014年度関西学生バスケットボール選手権大会

RATE 45.2% 23.1% 52.6%

Team / Coach: 天田　英彦 -
合　　　計 70 200

0 - -
0 - -

渡辺 航 3 6
0 - -

熊谷 大聖 0 1
松本 真弥 0 11

井上 健太 0 2
龍 季弥 3 6

村上 直也 0 6
木村 省吾 0 3

杜 家騰 2 14
南家 佳輔 12 32

多々良 鮎 25 40
新宅 悠三 5 38

ST BS MIN

藤原 卓哉 20 40

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 94 200
RATE 11.1% 51.5% 77.8%

金田 拓也 2 4
Team / Coach: 禿　正信　　

中西 佑介 4 13
西岡 伊織 2 10

三浦 彰将 2 6
新垣 康太郎 2 4

戸梶 智康 4 12
壁谷 亮彦 1 17

室垣 佑真 0 14
大田 泰平 4 4

藤田 俊祐 25 25
岩本 龍儒 4 8

ソウ シェリフ 24 21
大木 健司 7 23

BS MIN

保花 広樹 7 19
橋本 尚明 6 19

ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS ST

関西学生バスケットボール連盟

近畿大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ

戦評黒岡　和哲 副審 東谷　昌弥

記録

94 70

敗チーム

流通科学大学

青山　大輝（関西学連）

開始時間 15:30
会　　場 東淀川体育館
コ ー ト

男子 準々決勝 勝チーム

試 合 日 2014.05.04
近畿大学

試合ＮＯ 57
戦評
総括
前年度、6年ぶり3回目の優勝を果たした近畿大学と今大会、毎試合ごとに波乱を巻き起こし好ゲームを繰り広げてき
た流通科学大学との決戦となった。決勝戦を目の前に、白熱した戦いを見せるのであった。序盤から、近畿大#33藤
田が大量得点を重ね、流科大は手も足も出ない状態であった。流科大が何度か流れに乗ろうとするが、近畿大#22ソ
ウはインサイドを支配してリードを、譲らない。時間だけが過ぎ、近畿大が圧倒的な強さで勝利を勝ち取った。
第1ピリオド、試合開始とともに、近畿大の活気ある応援の中、流科大#12新宅の3Pシュートが先制点となった。しか
し、近畿大#6保花の圧倒的なディフェンスの前で流科大はターンオーバーを繰り返し、一気に点数が離れてしまう。
離れた点数を縮めようと、3Pシュートやミドルシュートを放つが単発で終わってしまい、中々追いつけない。近畿大
#22ソウのインサイドでも点を重ねて、40－19で近畿大がリードして第1ピリオドを終える。
第2ピリオドも近畿大のディフェンスに阻まれて、思うようにスコアできない流科大。だが、しかし流科大#18南家がとき
どき見せる、3Pシュートはまだチームに諦めない雰囲気を漂わせていた。近畿大#25大木の連続ミスが原因で一旦
は、流科大を流れに乗せてしまうが、近畿大#33藤田が圧倒的な強さを見せ、得点を重ねていく。2ピリオドで、21得
点を取った近畿大#33藤田のおかげもあり、61－38で近畿大リードで前半を終える。
第3ピリオドは、出だしから両者ともリング下を落とすなど、ミスが目立っていた。近畿大も先ほどの流れには乗れず、
流科大が少しずつ追い上げを図る展開となっている。しかし、悪い流れを変えることとなった、近畿大#22ソウのバス
ケットカウントのおかげで大幅に追いつかれることはなかった。近畿大#25大木のミドルシュートも決まり始め、流科大
は今の近畿大を止める事が出来るか。近畿大#69中西のミドルシュートが決まり、73‐51で第3ピリオドを近畿大リード
で最終ピリオドへと進む。
第4ピリオド、両者共に気合が入っており、簡単には点を譲らない戦いになっている。先に突破口を開いたのは、近
畿大であった。脚力で粘り流科大を翻弄するように、守っている。ディフェンスからの速攻で得点を重ねていった。し
かし、流科大#1藤原の3Pシュートのバスケットカウントなどもあり、流科大も粘りを見せタイムアウトを取ったりと、戦略
を練って勝利への執念を見せるも一歩届かず、94－70で近畿大が勝利した。

主審


